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発表演題名 高齢者の実態調査の結果から 

学会名 お風呂ネットふくい（福井のお風呂と健康を考える研究会）研修会 
発表者名 斉藤みゆき （健康長寿推進室） 

開催場所 ユーアイふくい 学習室 

開催日時 平成 21 年 1 月 11 日（日） 

発表内容  福井県内で豪雪地帯に指定されている地域の高齢者の実態調査の結果につい
て報告した。 
１．11月と 2月を比較すると、要介護認定者の多くで冬は外出頻度や活動量が
低下し、さらに 15%程度で歩行が困難になっていた。元気な高齢者でも、
冬に健康状態が悪化したと感じている人が 15％程度に見られた。積雪量が
例年と大きく変わらなくても、急激な高齢化や核家族化などの社会の変化

から、高齢者全体で受けるダメージが大きくなることが考えられた。 
２．抑うつ尺度でハイリスクと判断された割合は、全体の半数以上になり、冬

季うつ病なども視野に入れた冬期間の高齢者支援は重要な課題であると

思われた。 
３．気象条件は県内でも地域によってかなり違っているが、高齢者の実態は、

奥越地域も若狭地域も大きな違いがなく、高齢者の冬の支援は県内全域で

取り組む課題であると思われた。 
  

 
 
 
 
 


